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Ⅰ　はじめに

Ⅱ　計画策定の基本と見直し

Ⅲ　計画の柱
1 災害に強い安全なまちづくり

各自治会や自治会のブロックごとに安全マップや防災マップを作成するなど、地震や津波などの自然災害に強いまちづくりに努めます。

2 交通安全・防犯対策の行き届いた安全なまちづくり
子どもや高齢者の交通事故防止を中心とする交通安全対策、防犯対策に地域ぐるみで取り組みます。

3 健康でみんなが安心して暮らせる福祉のまちづくり
多彩な健康づくり運動の推進やみんなで支えあう福祉のまちづくりに努めます。
子どもや高齢者、障がいのある人にやさしいまちづくりに努めます。

末恒のまちづくり計画

　鳥取市末恒地区は、日本海と湖山池に囲まれた自然環境に恵まれた地域で、１６の町区自治会の下に2,561世帯、6,033人（平成27年４月31日現在の
社会福祉施設入所者を含む住民登録数）が生活している地域です。特徴は、三津、中の茶屋、伏野、白兎、小沢見、内海中、御熊という旧来からの地区
と、美萩野（１～５丁目、県住、タウンハウス、若草台）や砂浜という比較的新しい地区で構成されている点です。
　当地区においては、平成２０年８月に１６の自治会で構成する末恒地区自治連合会を中心に、地区社協、老人クラブ連合会、地区体育会、交通安全協
会支部、民生児童委員協議会などの主だった団体、地区公民館を拠点に活動を展開している団体・クラブ、有識者等で構成する「まちづくり協議会」を立
ち上げて協議会としての活動がスタートしました。
　平成27年4月18日の全体会で、過去３年間の見直し案 を提案し、地区自治連合会と地区公民館が中核となり、参加団体・個人と連携しながらより機動
性の高い組織形態に簡素化し、実行性を重視した委員会システムに移行することとし、平成27年5月1日付で名称を『まちづくり連絡協議会』と変更しス
タートしました。
　地区の皆様には、この計画の実施に向けて積極的な参画とご協力をお願いします。

　地区自治連合会や各自治会（町内会・集落）、公民館、教室、クラブ等各団体が現在実施している主な行事や事業については主体性を重んじ、更に課
題となるもの、これからの末恒のまちづくりに必要と思われる内容を加えて計画を策定することとしました。
　なお、計画の具体的内容の実施には優先順位は付けず、各年度の実行段階で協議を行い、連絡協議会として○○委員会を立ち上げ実施します。

～　魅力ある末恒のまちづくりを目指して　～
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4 人と人がふれあえる活力のあるまちづくり
各種の行事や教室、イベントを通じて人と人がふれあえる機会をつくり、活力のあるまちづくりに努めます。

5 快適で住みよく環境にやさしいまちづくり

6 自然環境や観光資源を生かしたふるさと再発見のまちづくり
自然環境や地域の観光資源を活かした取り組みや地域の歴史や伝統を学習するなどを通じて、ふるさとを再発見のまちづくりに努めます。

7 人を活かした活力あるまちづくり（地域に貢献する人材育成・発掘）
地域づくりボランティアなどまちづくりに貢献する人材の発掘・育成に努めます。
そのため、地域を担う人材育成・発掘に関する住民会議（仮称）の設置を検討します。

Ⅳ　計画の具体的な内容

1 災害に強い安全なまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

生活道路の改善、河川改修整備、環境美化運動、公園芝生化の推進など快適で住みよく、かつゴミの不法投棄を許さない運
動など多彩な取り組みを通じて環境にやさしいまちづくりに努めます。

事　　　業 目　　　標 主な団体 主な協力団体

年２回以上計画的に訓練を実施 各自主防災会

生活道路、河川、河川管理道等の整
備

対市要望等を通じて整備 地区自治連合会

安全点検
各自治会や自治会のブロックごとに地域の安
全点検を実施し防災マップを作成

各自主防災会

地域（各ブロック）防災計画の作成

災害訓練の計画的実施

末恒地区防災計画の作成

各自治会・集落

各自治会
自治連合会

各自治会や自治会のブロックごとに地域防災
計画を作成

各自治会
各自主防災会
自治連合会

各ブロックごとに作成した地域防災計画を集
約し地区全体の計画を作成

地区自治連合会
地区自主防災会担当
者連絡会

防災備品・非常食糧・飲料水の備蓄
各自治会・集落・ブロックごとに災害時に備え
て非常物品を備蓄

各自主防災会 各自治会・集落

地区自主防災会担当
者連絡会

2



2 交通安全・防犯対策の行き届いた安全なまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

3 健康で安心して暮らせる福祉のまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

健康づくり推進員、となりぐみ福祉
員、愛の訪問協力員などの連携

それぞれの役割の周知と連携強化 地区社協

地区社協

子育てや高齢者、障がい者にやさし
いまちづくりに向けた事業の検討

自治連合会
各自治会

公民館

地域見守り隊の募集

事　　　業 目　　　標 主な団体 主な協力団体

通学路の安全点検・安全マップの作
成

各通学路の危険箇所を点検し安全マップを作
成

青少年育成協議会
子育て支援委員会

交通安全協会
交通安全指導員

防犯灯（街路灯）の整備・定期点検
必要な箇所に防犯灯（街路灯）を整備し、定
期的に点検

各自治会 防犯協議会

子ども見守り隊の活性化
登下校時を中心に子どもの安全を見守る人
を確保

青少年育成協議会
子育て支援委員会

交通安全協会
老人クラブ連合会

地域防犯・交通安全計画の作成検討 各町内会ごとに計画作成を検討 各自治会
交通安全協会
防犯協議会

スポーツ・レクレーション活動の計画
的推進

各町内会（集落）ごとに散歩などを兼ねて地
域を見守ってもらえる人を募集

青少年育成協議会
各自治会

事　　　業

人権啓発活動の推進

体育会事業の推進とレクリエーションの普及 体育会
子ども会・老人クラブ
健康づくり推進員

体育会・老人クラブ

老人クラブ

各種団体

主な協力団体

散歩・ジョギングに適するマップの作
成、ルートの開発

現に散歩やジョギングに利用されているルー
トのマップ作りと新たなルートの開発

目　　　標 主な団体

健康づくり推進員会

健康づくり教室の計画的開催 各種講演会の開催、レク教室の開催 健康づくり推進員会

私たちのまわりにある子ども、高齢者、障が
いのある人などの人権問題を正しく理解し、
人権が尊重されるまちづくりを目指す

人権教育推進協議会
公民館

既存事業の拡充やソーシャルインクリュー
ジョン（共生社会）理念に基づく検討に着手

地区社協
公民館

自治連合会
各自治会

自治連合会
子育て支援委員会
老人クラブ

地域福祉・健康づくり計画の作成
福祉や健康づくりボランティアの計画的育成
などこれからの地域福祉や健康づくりに必要
な計画を作成
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4 人と人がふれあえる活力のあるまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

5 快適で住みよく環境にやさしいまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

子どもの遊び場･グラウンドゴルフ場･指定避
難場所としての環境整備

関係自治会

末恒海岸の一斉清掃
市民運動推進協議会や各自治会で取り組ん
でいる活動の推進

市民運動推進協議会
各自治会

河川改修整備・生活道路の改善整備

花いっぱい運動の推進
各町区自治会を中心に地区民全体で取り組
むよう運動を展開

自治連合会
各自治会

公民館・地区社協
各種団体

OMU・老人クラブ
公民館

自治連合会

自治連合会

各種団体

湖山池を守る活動への積極的参画
守る会や湖山池会議（将来ビジョン策定）へ
の積極的参加

自治連合会

公園の芝生化

対市要望の実現
交通安全対策協議会
交通安全協会

自治連合会 関係自治会

事　　　業

あいさつ運動の推進
明るいまちづくりはあいさつからをモットーに
運動を推進

市民運動推進協議会

各教室・サークル

自治連合会
各自治会

公民館・地区社協
不法投棄監視員
各種団体

ふれあい交流の場所づくり
各町内会・集落等の集会所・公民館等を活用
して交流の場所づくりを検討

各自治会

移動手段の確保・生活便利マップの
作成

OMUの活動支援や生活便利マップの作成

地区社協
老人クラブ

各種団体・地区民

事　　　業 目　　　標 主な団体 主な協力団体

各種教室の計画的開催と周知
現に開催されている各種教室の周知と新た
な事業の検討

地区公民館

清掃活動の推進・ゴミの不法投棄を
許さない活動の取り組み

各町区自治会を中心とした計画的清掃活動
の推進と不法投棄を許さない活動を強力に
取り組む

みんなが参加できるイベントの計画
的実施

地区運動会、公民館祭りの継続開催、地区
納涼祭等全体で取り組めるイベントの実施

自治連合会
各自治会

体育会・老人クラブ
子ども会

主な協力団体目　　　標 主な団体

社会福祉施設等との連携推進事業
地区内にある社会福祉施設との連携を推進
するため、連絡会議を開催

自治連合会
地区社協

老人クラブ・子ども会
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6 自然環境や観光資源を生かしたふるさと再発見のまちづくり

実施期間 実施年度 備　考

7 人を活かした活力あるまちづくり（地域に貢献する人材育成・発掘）（総務広報部・調査研究部）

実施期間 実施年度 備　考

Ⅴ　参考資料

1 末恒地区まちづくり連絡協議会組織・活動イメージ図

年１～２回程度交流事業を実施
自治連合会
公民館

自治連合会

主な協力団体

各自治会

関係自治会

住民自治組織への加入促進
未加入者への加入促進と大規模集合住宅で
の自治会結成の両面から自治組織への加入
促進を図る

自治連合会
各自治会

自治連合会
公民館

まちづくり連絡協議会幹事やCSTが推薦する
10人程度の住民会議の設置を検討

他地域に学ぶ交流事業の実施

目標

自治連合会
公民館

各種ボランティアの発掘・育成
地域づくりボランティアや福祉ボランティアな
どの発掘・育成を目的とした研修会などの開
催

自治連合会
公民館

人材発掘・育成のための住民会議
（仮称）設置の検討

事業 主な団体

湖山池周遊道路の地区内整備 地区要望の実現 自治連合会

自治連合会
各種団体

自治連合会
各種団体

自治連合会
各自治会

主な協力団体

末恒の自然環境や景観を守る活動
の推進

行政と協働して自然環境や景観保全に取り
組む

自治連合会

主な団体

歴史や地域資源の調査・研究
末恒の歴史や資源を調査・研究し、ふるさと
を再発見する

自治連合会

自治連合会
歴史資源の発掘・地域観光マップの
作成

隠れた歴史資源を発掘し、観光マップを作成

事　　　業 目　　　標

地域の伝統的な事業・行事の再発見
各町区自治会・集落等で行われている伝統
行事・事業を収集・整理し地区民に紹介

自治連合会
各自治会・老人クラブ
保存会等

各自治会
老人クラブ・教室
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【会員（団体・個人）】 【全体協議会】 【正副会長会・幹事会】 【○○委員会】
（幹事団体・個人、監事の選出） （幹事会が必要と認

めた場合に会員等の
中から委員を委嘱）

例示

広報委員会

史跡マップ作り委員会

ふれあい大文化祭
　　　　　　実行委員会

正副会長
（若干名）

※選出された幹事
団体の長と選出さ
れた個人の互選に

よって決定

幹事
（若干名）

※会員の中から
会長が委嘱

末恒地区まちづくり連絡協議会、組織・活動イメージ図（位置づけ・性格の変更後）

【幹事会】

【正副会長会】

自治じ会自治会自治会（町内会・部落）

自治じ会自治会地区社協

自治じ会自治会体育会

自治じ会自治会老人クラブ連合会

自治じ会自治会青少年育成

自治じ会自治会子ども会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

自治じ会自治会

交安協

小学校

小学校PTA

民児協

駐在所

公民館

自治じ会自治会各種サークル・教室

文化・芸術団体

自治じ会

自治会

ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

事
務
局
：
地
区
公
民
館


